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定例研修会

[image: image1.wmf]「訪問介護・介護要望訪問介護の算定について」（Ｈ19.11.20／田辺市民総合センター）
進行：西牟婁田辺支部・研修部
訪問介護は日常生活を支援することから、サービスの範囲や方法に、皆さんいつも頭を悩まされていることでしょう。この定例会では訪問介護のＱ＆Ａを利用しながら、皆さんより寄せられた質問・意見を検討していきました。
　※当日、Ｑ＆Ａと周辺市町の解釈をお渡ししましたが、必要な方は事務局（田辺市地域包括支援センター）まで、お問い合わせください。加えて、以下も参考にしてみてください。・・・兵庫県「訪問介護・介護予防訪問介護の手引き」（兵庫県のホームページで‘訪問介護の手引き‘で検索すると出てきます。）横浜市の「介護保険事業者向けＱ＆Ａ集」、川崎市の「介護保険Ｑ＆Ａ集」も同様に検索してみてください。

また、今回の定例会で出された意見等については同席された　西牟婁振興局健康福祉部　主任　鈴木康正氏にも検討していただくようお伝えしましたが、和歌山県介護支援専門員協会西牟婁田辺支部長名で県知事と和歌山県介護支援専門員協会会長宛<要望書>を提出いたしました。
∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　

　　以下は、その主文です。
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[image: image2.wmf]「ストレスマネジメントの心理学」～対人トラブルにどう対処するか～

（Ｈ20.1.15／田辺市職業訓練センター）

講師：臨床心理士・東京学芸大学講師　品川　博二氏
生まれたときからストレスを受け続け、それにより「あなた」というパーソナリティが作られてきました。「あなた」が感じたストレスを見直すことで、対処法も生まれてきます。ストレスの度合いを「かちん、むかっ、ぐさっ」の三つの表現で表し、なぜそのような気持ちになったかを検討してみることが必要とのことでした。

「かちん」とは・・・自分が正しくて、相手が悪いと思っている。⇒今一度、自分が正しいか確認しましょう。
「むかっ」とは・・・反撃したいが、事情や状況等で表に出せない。いつまでも残ってしまう可能性大⇒なぜ、処理できなかったかを考え直してみましょう。

「ぐさっ」とは・・・一番痛いところを突かれる。攻撃してしまう場合あり。
　　　⇒「あなた」の苦手な人（利用者？）は「あなた」の何かつらい部分を刺激する人なのです。ただ、そ

れは何らかの訴えであったり、自分自身を知るチャンスであったりもします。

この他に、変わることへのきっかけ作りとして、糖尿病や自殺願望を持つ鬱の方などを対象とした「認知行動療法」をロールプレイを交えて紹介されました。
∽　∽∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽
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[image: image3.wmf]「第2回　日本介護支援専門員協会全国大ｉｎ大阪」
「第7回　近畿介護支援専門員研究大会大阪大会」（Ｈ20.2.16～2.17）
　　　　　「ケアマネジメント力のさらなる向上へ！！」
　今回の大会へは支部から30名が参加し、そのうち２６名が支部で用意したバスで研究会に行ってきました。バスの中は楽しく、遠足状態でした。

　一日目、基調講演は厚生労働省老健局の古都賢一氏が２１年の介護保険制度の改正に向けて、更新制度、事業所指導、個々の専門性・人材教育の必要性、事務負担の見直しについて述べられていました。
　記念講演はダンディな田原総一郎氏が、妻の闘病経験を元に悪戦苦闘したお話でした。シンポジウムは二木先生の検討会での意見が大変興味深いもので、利用者本位の考えに共感させられました。

　二日目、分科会では

第1分科会：居宅ケアマネジメント『苦情ヒヤリハットの検討』竹村医院・西崎氏

第7分科会：支援困難事例『認知症に人が在宅生活を楽しく過ごすためには』ほほえみ・清水氏

第8分科会：『主任介護支援専門員の可能性を探求する』西牟婁田辺支部・研修部／日下氏
が発表を行いました。全発表者５９名中、一支部で3名の発表者を出すなんて、西牟婁田辺支部のケアマネの意気込みを感じませんか？最後の厚生労働省会議の裏話も面白かったです。

来年は、田辺で開催されます。みんなで、がんばりましょう！

∽　∽∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　∽　
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[image: image4.wmf]「第3回　介護保険地域連絡会」（Ｈ20.2.23／田辺市医師会館）
「療養病床の再編成の現状と今後の展望」
和歌山県長寿社会推進課　介護保険班　班長　森本　修司氏

国の療養病床削減案に沿って、和歌山における削減計画の説明がなされました。再編の目的は
1 利用者の状態に応じた、医療・介護の区分けの見直し

2 介護施設より費用の高い療養病床を見直すことでの国民負担の軽減
3 医療資源、特に人材を医療分野へ振り向けることでの、医療体制の充実

以上の3点が挙げられた。

続いて、「現状と今後の方向」と題して、はまゆう病院・西浦氏より報告があり、今回の療養病床削減への対応に苦慮されている様子が伝わってきました。また、西牟婁地域で療養病床を抱える他の病院についても触れられ、それぞれの病院でも方針を決めかねているとの報告であった。

医療機関の戸惑いに加え、今回の削減案により在宅へ戻る要介護者への対応について、地域医療の充実や、ケアマネジャーをはじめとする介護支援体制が本当に整えられているのかと会場からは意見が出されていました。今後の展望は不透明なところが多いですが、医療と介護の連携がさらに求められてくるでしょう。ケアマネジャーの重要性が増してくることは間違いのないところです。
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本年度は、「Ｗｅねっと」の発行が少なく、申し訳ありません。今後は少しでも多く、皆さんへお届けできるよう取り組んでいきますので、よろしくお願いいたします。
（４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗｅねっと　　　　　　　　　　　平成20年3月10日


Ｗｅねっと











【１４号】


号】





発行　


和歌山県介護支援専門員協会　西牟婁田辺支部


〒646-0031　田辺市湊1619-8（地域包括支援センター）





TEL　0739-26-9906　FAX　0739-25-3994


e-mail　� HYPERLINK "mailto:houkatu@city.tanabe.ne.jp" ��houkatu@city.tanabe.lg.jp�











１.法令遵守・保険算定方法について、管理者・サービス提供責任者を含め、指導・研修できる場を提供すること。


２.医療機関への受診の際における診察・検査等、介護報酬を算定できない部分について、利用者・介護者の負担軽減を考慮して、医療機関側へ、ボランティア団体等の協力も含め何らかの方法を検討するように指導等を行うこと。


３.介護報酬の算定等について、保険者・介護保険事業者からの意見を聴取し、利用者や事業所にとっての不利益の是正を積極的に国に要望し、早急な対策を講じるための支援・協力を行うこと。


　　具体的な内容


利用者のＱＯＬを高める外出介助についても、介護報酬の算定を認めてほしい。（例えば、近親者の墓参り・散髪など）


３０分の生活援助が算定できるようにしてほしい。（例えば、布団干し取り入れ・洗濯物の取り入れなど）


介護予防サービスにおける月額報酬制による利用者や事業所が被る不利益（例えば、入院や月途中の利用、必要なサービスの回数と介護報酬との乖離など）の是正を図るため、月単価報酬の日割り計算となる対象用件を広げる、もしくは利用回数に応じた算定とすること。





　『田辺市介護支援専門員研修会』


田辺市地域包括支援センター　主催


日時：平成２０年３月２５日（火）


　　　１０：００～１２：００


会場：市民総合センター１階　機能訓練室


内容：「後期高齢者医療制度について」


　　　　　　　　　田辺市保険課


　　　「行政情報の提供」


　　　　　　　　　介護保険係


地域包括支援センター





　『介護保険制度改正の行方と


介護支援専門員に求められること』


和歌山県介護支援専門員協会　主催


日時：平成20年3月15日（土）


受付13：30～　開演14：00～


会場：Ｂｉｇ－Ｕ


講師：遠藤　征也　氏


（厚生労働省　老健局振興課　課長補佐）


参加費：会員は無料　会員外は3,000円


※事前申し込み必要なし、


会員の方は会員証を持参ください。








編集後記


　ご無沙汰しています。皆さんは忙しい日々を過ごされていることでしょう。花粉症の私は憂鬱な季節です。花粉症はさておき、季節の変わり目は体調を崩しやすいので、気をつけましょう。


先日、医師会主催の研修会に参加してきました。医療の現場では医師不足が大きな課題になっており当地域も例外ではないようです。医療問題は関心も高いようで、会場からは多くの質問や意見が出ていました。同じように、介護問題で市民参加フォーラムを開催したら、どの程度の関心を示してもらえるだろうかと、少し気になりました。


ストレスを発散できるものを見つけて、これからもがんばっていきましょう。
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�　事務連絡　�


◆Ｗｅねっとをはじめとする事務局からの連絡事項は、原則FAXにて行ないます。


その際、以前に送付確認させて頂いた宛先（事業所等）に送信いたしますので、その後は確実にそれぞれの会員のお手元に届くよう事業所内でご配慮お願いいたします。
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